
「国際交流 満足度 日本一の医学部を目指して」 
 
 
 
 
 

 
信州大学医学部 国際交流推進室 室⻑、国際医学研究推進学 教授 田中直樹 

信州大学医学部の国際交流のウェブサイトをご覧いただき、ありがとうございます。 

国際交流推進室は医学部の学生・教職員、国内外の学生・研究者に対して、その方のニーズや能力に合
った支援を最大限行い、信州大学医学部のグローバル化を推進することを使命としています。国際交流や
医学英語に関する教育プログラムの充実、学生交流（派遣・受入）および研究交流の支援、派遣先での安
心・安全の確保、そして海外機関との交流協定の締結に努めています。 

2020 年からの COVID-19 のパンデミックは、私達にとって非常に過酷な日々でした。そんな中、ICT
を利用した国際交流の新たな形として、オンライン国際共修（Collaborative On-line International 
Learning、COIL）や Webinar（医学部国際交流セミナー）に挑戦することができました。2024 年度末に
は医学科の在校生の半分以上が COIL を経験したことになり、「定着してきたな」と実感しています。 

信州大学医学部医学科では、5，6 年次で休学せずに、カリキュラム内で 2〜3 か月間、ドイツ、イタリ
ア、米国、タイなどの海外協定校で基礎研究や臨床実習に取り組むことができます。年間約 15 名が海外
実習に行っており、その人数も年々増えています。彼らに対して、私が嬉しく思う瞬間があります。それ
は、海外実習前にさほど研究に興味がなかった学生さんが、帰国後の報告で「基礎研究の重要性が初めて
分かった」「医師になっても臨床と研究、両方やってみたい」「医師として大学院を卒業したら、留学して
研究したい」などと満足げに話してくれる時です。私自身「留学で人生が変わった」と思っていますが、
同じようなことを学生さんが感じています。海外での生活は決してキラキラした楽しいことばかりでは
ありませんが、その時の学びや人との出会い、達成感や満足感は、医師人生の宝になることでしょう。 

さらに信州大学医学部には海外協定校であるドレスデン工科大学（ドイツ）、トリエステ大学（イタリ
ア）から定期的に医学生が留学してきます。信州の地で、同世代の海外の医学生と知り合い、自由に交流
を楽しむ、これも貴重な経験です。 

私達は、このような学生・医師同士の交流を陰ながらサポートすることにより、より多くの学生・若手
医師が安心して世界へ羽ばたく一助になりたいと考えています。医学教育研修センターや学務係、さらに
信州大学グローバル化推進センター、バイオメディカル研究所、松医会、国内外の教育機関とも連携し、
本学部の国際化を推進してまいります。御支援の程、どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
◆メンバー 
 室⻑       田中 直樹（国際交流担当教授） 
 コーディネーター 百瀬 みと美 
 
◆場所 
 信州大学松本キャンパス 医学部基礎棟１階「国際交流推進室」 


